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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
町
政
運
営
に

対
し
ま
し
て
格
別
な
る
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
支
持
を
賜
り
、

伊
奈
町
長
と
し
て
３
期
目
の
重
責
を
担
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、「
安
心
安
全
・

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と
し
、
町

政
の
運
営
に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。現

在
、
国
内
で
は
少
子
高
齢
化
に
伴
い
人
口
減

少
社
会
が
到
来
し
て
お
り
ま
す
が
、
区
画
整
理
事

業
が
完
了
し
た
北
部
地
区
や
中
部
地
区
で
の
都
市

基
盤
整
備
の
進
展
に
伴
い
、
町
の
人
口
も
増
加
を

続
け
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
は
伊
奈
中
学
校
校
舎
の

耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
町
立

の
小
中
学
校
す
べ
て
の
耐
震
化
が
完
了
し
ま
し
た
。

更
に
、
教
育
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
、
児
童
生
徒
の

教
育
相
談
や
学
習
会
等
、
よ
り
充
実
し
た
学
習
環

境
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
ス
ポ

ー
ツ
都
市
宣
言
か
ら
30
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き

年
で
も
あ
り
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
各
種
ス
ポ

ー
ツ
事
業
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
近
年
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
、
首
都

直
下
型
地
震
等
の
災
害
に
対
応
す
べ
く
、
民
間
の

事
業
者
と
災
害
時
に
お
け
る
各
種
協
定
を
締
結
す

る
な
ど
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

一
方
、
未
だ
復
興
し
て
い
な
い
東
日
本
大
震
災

の
影
響
や
、
中
国
や
韓
国
と
の
関
係
悪
化
に
よ
る

製
造
業
等
の
業
績
不
振
な
ど
、
国
内
の
経
済
は
一

層
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
町
と
し
て
も
、
歳

入
の
著
し
い
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
状
況
の
中
、

今
後
も
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
進
め
る
と

と
も
に
、
住
民
本
位
の
行
政
を
第
一
に
考
え
、
皆

様
の
目
線
に
立
っ
た
行
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

本
年
は
、
子
育
て
支
援
と
い
た
し
ま
し
て
、
町

立
保
育
所
で
の
完
全
給
食
の
実
施
や
、
交
通
・
都

市
基
盤
の
更
な
る
充
実
を
目
指
し
、
引
き
続
き
い

な
穂
街
道
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ニ
ュ
ー

シ
ャ
ト
ル
丸
山
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
お
よ

び
羽
貫
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
向
け
実
施
設

計
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
町
名
の
由
来
と
も
な
っ
た
伊
奈
氏
の
つ

な
が
り
か
ら
、
茨
城
県
の
つ
く
ば
み
ら
い
市
と
相

互
の
発
展
の
た
め
友
好
都
市
提
携
の
協
定
を
締
結

す
る
ほ
か
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
、
山
形
県
鮭
川
村

の
両
自
治
体
と
防
災
協
定
を
結
び
ま
す
。
更
に
は
、

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
だ
れ
も
が
安
心
安
全

に
暮
ら
せ
る
伊
奈
町
の
実
現
に
向
け
、
各
種
の
施

策
に
取
り
組
み
、「
自
然
と
調
和
し
た
、ふ
れ
あ
い・

安
心
安
全
・
住
み
よ
い
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
、

町
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者�

　
　
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞�

保
護
司
に
表
彰
状�

内村　栄 氏�
（下郷）�

　
内
村
氏
は
、
昭
和
50
年
4
月
に
伊
奈
町
体
育
指

導
委
員（
旧
称
）に
委
嘱
さ
れ
、
長
年
に
わ
た
り
町

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
今
回
の
受
賞
は
、
そ
の
顕
著
な
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。�

伊
奈
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会�

（
食
改
）厚
生
労
働
大
臣
賞
を
受
賞�

��

　
11
月
6
日
、
埼
玉
会
館
に
お
い
て

埼
玉
県
更
生
保
護
大
会
が
行
わ
れ
、

そ
の
席
上
に
て
伊
奈
町
の
3
名
の
保

護
司
に
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。�

　
今
回
の
表
彰
は
、
長
年
の
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。�

　
さ
い
た
ま
保
護
観
察
所
長
表
彰�

　
　
　
鈴
木
喜
志
夫
氏
（
北
本
）�

　
　
　
粕
谷
　
直
江
氏
（
羽
貫
）�

　
埼
玉
県
保
護
司
会
連
合
会
長
表
彰�

　
　
　
戸
井
田
一
美
氏
（
大
針
）�

������

矢
崎
　
廣
江
氏
（
中
央
）�

（
伊
奈
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

副
会
長
）�

　
11
月
18
日
、
埼
玉
会
館
に
お
い
て

埼
玉
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
創

立
50
周
年
記
念
大
会
が
行
わ
れ
、
そ

の
席
上
で
矢
崎
氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。�

　
今
回
の
受
賞
は
、
長
年
に
わ
た
る

本
会
加
盟
団
体
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
運
動
の
振
興
、

発
展
に
対
す
る
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。�

埼
玉
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン�

協
会
創
立
50
周
年
記
念�

特
別
功
労
者
表
彰
を
受
賞�

　
11
月
2
日
、
金

沢
市
で
開
催
さ
れ

た
第
43
回
全
国
食

生
活
改
善
推
進
員

団
体
連
絡
協
議
会

大
会
に
お
い
て
、

伊
奈
町
食
改
（
会

長 : 

岩
崎
淳
子
氏
）

が
厚
生
労
働
大
臣

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。�

　
伊
奈
町
食
改
は
現
在
41
名
で
活
動
を
し
て
お
り
、

設
立
よ
り
40
年
以
上
に
わ
た
り
料
理
教
室
等
で
正

し
い
食
習
慣
や
生
活
習
慣
病
予
防
の
普
及
啓
発
を

行
い
、
町
民
の
健
康
増
進
に
貢
献
し
て
い
る
団
体

で
す
。�

　
今
回
の
受
賞
は
、
こ
れ
ら
の
長
年
の
功
績
が
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。�

農
産
物
共
進
会
入
賞
者�

農
産
物
共
進
会
入
賞
者�

� �

◆
埼
玉
県
知
事
賞
【
日
本
な
し
】

長
島
　
正
勝
（
柴
中
荻
）

◆
埼
玉
県
さ
い
た
ま
農
林
振
興
セ
ン

タ
ー
所
長
賞
【
日
本
な
し
】

澤
田
　
芳
男
（
小
貝
戸
）

◆
さ
い
た
ま
地
区
農
業
改
良
普
及
協

議
会
長
賞
【
日
本
な
し
】

秋
山
　
稔
（
小
貝
戸
）

◆
上
尾
・
桶
川
・
伊
奈
農
業
委
員
会

連
絡
協
議
会
長
賞
【
甘
藷
】

岡
田
　
幸
雄
（
柴
中
荻
）

◆
伊
奈
町
長
賞
【
大
根
】

大
島
　
一
雄
（
柴
中
荻
）

◆
伊
奈
町
議
会
議
長
賞
【
柿
】

関
根
　
章
（
小
貝
戸
）

◆
伊
奈
町
農
業
委
員
会
長
賞
【
や
つ

が
し
ら
】

齋
藤
　
昇
（
柴
中
荻
）

◆
あ
だ
ち
野
農
業
協
同
組
合
代
表
理

事
組
合
長
賞
【
里
芋
】

新
井
　
敏
幸
（
下
郷
）

な
お
、
11
月
26
日
に
役
場
に
お
い

て
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
梨
（
幸
水
）

お
よ
び
巨
峰
の
共
進
会
受
賞
者
も
併

せ
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
幸
水
・
巨
峰
の
入
賞
者
は
、
広
報

い
な
9
月
・
10
月
号
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。）

11
月
3
日
、
伊
奈
中
学
校
体

育
館
に
お
い
て
農
産
物
共
進
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

2
2
4
点
の
野
菜
・
果
樹
な

ど
が
出
品
さ
れ
、
特
賞
に
8
点
、

1
等
に
6
点
、
2
等
に
10
点
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
特
賞
に
選
ば

れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）
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